
←ず一ヂザや。

一一←罐言？。。》 壬ず後音差とりあげろ。

李
雲
の
集
で
蘇
小
小
の
名
の
見
え
る
作
は
一
弓
。
一
七
夕
」
己
ョ
と
「
蘇
小
小
歌
」
ろ
ｇ
で
あ
る
。
こ
こ
で
面

国

つ

一

Ｇ
〆今←

辛
口
一
Ｂ
Ｂ 水 圏 松 草 淫 無 加 墜 Ｉ

罵 爲 如 伽 托 糊 啼 繭
婦 裳 蓋 菌 不 結 眼 露

堪 目
葵／じ

蘇
小
小
歌
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垂癖蕊癖辮謡鐸鍔驚溌》蕊

幽
雷
の
露

噸
眼
の
加
Ｌ

菫
は
茜
の
叩
く

松
口
蓋
の
叩
し

風
を
裳
と
鶏
し

氷
を
鼠
と
鶏
す

物
の
同
侭
差
結
ぶ
無
く

遅
詑
葵
ろ
に
堪
え
ず

蘇
小
小
の
歌

夕

小
-

～

・
子
《
》
。
・
ざ
・藤霧一．一

由

守

宮

鄙
■
印
字
』琴一
．
》
。
〆
乎
勺

垂

守

、

４

■

●

む

ゃ

皇凸●、や一》幸今今司〆華《』Ｊづ
寺

口号一一Ｆ一Ｆ知Ｆ

ｒ

Ｃ

ま

や《も一定Ｌロ韓●

←・→“・》ぐ強』

｝鋒。が吟や◆仙弗●
ｈ
Ｑ
子
へ

Ｐ
ｃ
Ｌ

ｊ

ー

写

鬘

■

一
つ
『
ひ
＠
画
四

』
，

一一戸室

一一。
〃＝

～
ー

一ターラ ３、’ -Ｉ 78I →

心



Ｊ』・一計Ｐ噂忘！》吟、こぢ。』ら卓・９．Ｐルー睦

勺

-丁‘
● ●の

･゙皇
坐

価
ま
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検
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左
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表
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異
同
⑦
概
略
垂
示
す
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○
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奏
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翠
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た
る
光
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光
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風
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画
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Ｄ

ｒ
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色

の

一
、
凸
嘩
了
さ

１．ｐ，空今》早《《や匙。》令》》陰．『

グー

北
位
北
宗
本
（
室
城
本
〕
、
蜀
圃
宋
蜀
本
、
毒
ロ
蒙
古
本
（
皿
部
篶
列
）
、
楽
は
宋
本

本
、
ｘ
言
は
官
板
で
明
板
割
譲
異
註
本
と
同
じ
、
壬
唾
土
萄
注
．
全
は
全
唐
詩
．
△
何
校
注

の
文
字
を
示
す
も
⑦
で
あ
る
。
，
×
錦
は
錦
震
焦
（
元
馴
汰
一
と
い
ｈ
温
る
が
明
刊

。
兜
。
。
。
・
男
酷
一
一
一
一
Ｆ
｜

←一“現行の李雷の票王二察に分って、一乏宋本察とＬその代表を北宗本へ一芝

乏錦雲惠と仮定する。末木宗と明本察は祖本乏舅にすると考えるのが自然

の注本はおおむね明本察のも⑦壷宮本とＬ㈹末本雲の本壷ｆ蕊蒙に見える震

たやのと為え蚕両宗壬つなぐ總蒙群を佃委仮〃に毒府黄蕉不満蒲草せる・

おおまかにいつ元や朱本崇は明本察よりも舅の作の濤浬淀まりょ天係存す

かし《一宗本議乏善奏のものとして鶉杏恐唾Ｌにざいところも詞り．雪・内部徴檮

●

・

へ

封

’

ｐ

いずれかに片寄せて決定しが尺ｒものもあって李輩９隻禍ぞ０も，が一種
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-

」
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○
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;廣一=訂府
; の に桑広
[ 人己府憲；｡＜詩Ｉ式
F膚 西 ・ 簔 宗
字 :療鍔一の
; 1宣塘 ’す郭
;鋳の一、扇
i 増 蘇 蘇 信
; 江 " ( 小の;の〃ｌノｌ１-
ｉ西の歌禦
:１盲歌Ｌ符
; 任と差詩

澤雲
麿に広勺ハ

トi
・も《 結

果
に
待
と
う
。

一いまと〃あげ穴作品では．「遮辞車」仇静字ぼ壁字俄芸〃で暁本堯垂止ｌ」墜一と何あ宍、らかで謁

拠「久椙侍」の久字が》「芸」と記壬琉苓②一墨が消え椋ぱだだち腫顎本讓の夕字とぷろと三う

から《ゞ
明本が誤りだとへぼとノヘど裁定し・つる，墓内容←鯵辞の一向面からも久字がすぐ掠る。□・←

》に問韻”残る一弓でい誰織．もこの作品の根唇臆かか杓ろ。露辛め渕溌をひかえ、全体の桧討の

、

《
字
窒
蒙
の
最
初
の
注
釈
壱
呉
一
止
子
が
一
一
の
汗
灰
つ
い
て
い
つ
》
砲
》
管
了

楽
荷
広
穎
些
苧
つ
「
小
小
は
讓
嬉
の
各
這
ぼ
け
・
南
斉
・
の
時
の
人
』
と
。
劉
次
荘
は
云
う
「
小
小
は
害
人
に

あ今ず。世のひと（白）塞天。（劉雫）琴得（．の詩心爵誌するヘーと多き蚕貝て、萱に之と肩鴎

と
云
う
」
と
。
子
お
も
之
う
ぐ
・
劃
の
説
感
薑
な
〃
・
梁
⑦
武
帝
す
下
に
小
川
②
歌
を
作
拘
り
。
手
た
向
を

か
疑
わ
ん
や

■■■

＝

ＦＤ串
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画
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躍
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柏
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一
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字
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中
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了
基
王
埼
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ま
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楽
病
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題
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い
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よ
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い
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～ 一 一 一

口炉一
〆

古
辞
も
雲
⑦
蕾
も
人
西
懐
蚕
Ｖ
と
い
つ
。
芽
⑦
蘇
小
小
の
臺
何
抗
州
の
に
ま
ま
っ
て
い
ろ
。
と
言
い
た
い
と
二

ズ
だ
が
、
王
注
が
引
く
李
紳
の
專
娠
墓
詩
と
そ
の
亨
至
読
防
ぱ
・
茜
諜
と
い
か
ひ
わ
″
何
ど
こ
か
く
、
雪
の
作
⑦

ば
あ
い
一
街
に
槍
乖
髻
抓
め
。

呉
の
岐
人
の
款
鍔
に
名
あ
ろ
者
。
死
，
」
了
、
具
の
武
丘
寺
前
に
葬
る
．
》
呉
中
の
少
弄
予
の
志
に
従
う
汀
塊

薑
に
ざ
死
草
の
以
て
真
⑦
上
差
遍
だ
す
多
Ｌ
・
牽
壷
〈
県
前
に
も
亦
た
呉
の
疲
人
誌
小
川
の
薑
あ
り
。
風
雨
の

叉
ゞ
《
載
り
は
其
の
上
に
歌
択
の
盲
湯
ろ
差
聞
く
。

一株切鶯艶ぼ舂協に惠美一、双樹⑦落門仮忍菫生ず。愁穂自今菌っ了風煽燗し、髪に逐い索く

》
》
雨
花
軽
Ｌ
・
篇
は
波
月
に
潤
え
-
ｔ
嬉
影
室
Ｌ
く
．
歌
は
梁
塵
に
忌
ん
で
梵
声
詞
処
還
淀
似
た
〃
識
塘
の
蕊

叩
小
。
安
さ
一
卜
首
壷
廻
局
す
は
是
楓
卿
卿
な
ろ
べ
Ｌ
・

、苅江省仁屋するが、西陵は杭州にあ〃、《嘉興ロ嵜切宗此釣九○キロメートルである。

薑
の
一
弓
は
と
も
か
く
と
Ｌ
了
、
蘇
小
小
売
の
人
が
小
た
り
い
る
ご
Ｚ
を
明
の
郎
萸
⑦
『
上
修
額
豪
』
肩
の
鵡

翼
の
『
咳
餘
畿
放
』
薮
ど
び
い
う
・
便
宜
仮
よ
〃
耐
氏
の
「
雨
蘇
小
小
」
差
引
く
。

南
声
に
譲
嬉
の
坂
な
る
蕊
小
川
あ
″
。
郭
筬
債
の
蒸
宥
銀
頴
に
見
励
。
雨
宋
に
蘇
小
小
あ
〃
。
亦
た
籏
塘
の

人
．
そ
の
姉
口
太
学
生
な
ろ
栽
不
敏
の
書
乙
莨
麓
毒
と
ぷ
ろ
・
不
敬
そ
の
弟
に
命
じ
て
、
帝
の
妹
の
小
小
と

，
‘
■
宮
・
舎
哩
〃
ク
ワ
、
”
、
〃
Ｆ
Ｄ
弓
且
一
■
・
”
〆
。
？
』
し
．
、
■
ク
シ
、
“
。
⑦
肌
Ｉ
ｖ
ｐ
-
』
ｋ
Ｉ
Ｔ
４
Ｊ
Ｆ
Ｂ
．
一
・
、
恥
Ｊ
》
○
凸
、
〃
Ｑ
-
．
，

■

凸

ｒ

一

一

南
宗
の
小
小
は
幸
福
な
結
婚
乏
Ｌ
了
い
石
の
だ
か
ら
、
歌
杓
楓
た
蘇
小
小
で
な
い
二
と
何
明
ら
か
で
あ
る
。
と

一》

二
巧
で
さ
ぎ
⑦
壬
注
に
王
籾
ば
晋
に
拘
篝
小
小
と
い
ウ
歌
妓
が
い
辰
ご
と
仮
な
川
-
そ
の
墓
が
壽
興
に
弱
ろ
も
の

な
①
で
あ
言
う
．

人
．
そ
の
姉
口
太
学
生
な
一

名
づ
く
ろ
言
を
要
う
し
む
。

武林旧事下負け
Ｔ
ｌ

１
■
甲
▲
？
■
早
口
Ｉ
４
０
０
０
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Ｅ
《
■
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つ
る

皇戸雪
地一て
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家 賀
居 の
Ｌ友１．､の賀

盃謝
宅 蕊

元 之 l l l
琴 が 嵩
進伝達

＝ 一

。
■
凸
■
■
■
７
一
己
三
ｌ
酬
い
弓
１
１
■
Ｉ
Ｄ
０
■
■
■
■
■
田
夕
』
１
Ｊ
。
-
・
ｊ
Ｐ
ｑ
口
-
-

〃
、
算
⑦
友
張
又
款
と
也
交
っ
て
い
ろ
．
ふ
た
〃
の
秤
の
ど
ち
ら
び
先
だ
っ
か
定
例
が
た
い
が
-
詩
に
関
す
る
情

報
流
忌
の
威
建
だ
う
茨
当
蒔
だ
か
-
勺
-
影
藝
一
す
る
ど
こ
弓
が
易
っ
辰
と
考
え
る
ほ
う
が
、
な
か
「
炭
と
考
え
る
よ

″
事
実
に
近
そ
う
で
あ
る
。

李
郷
の
亨
と
詩
か
う
察
す
る
と
、
か
打
は
嘉
鍾
〈
の
小
小
薑
は
実
見
Ｌ
て
い
ぢ
よ
う
だ
が
-
杭
州
①
墓
何
扣
ら
可
７

か
フ
辰
弓
Ｌ
い
、
季
一
Ｊ
罠
は
と
う
た
再
ウ
か
。
斎
藤
胴
注
は
い
つ
．
８７

南
斉
時
代
の
歌
旗
下
有
蜑
蚕
美
人
の
蘇
小
小
ほ
よ
く
詩
家
の
頴
枯
に
夫
、
昼
今
。
一
黙
小
小
の
薑
ほ
今
一
心
も
杭
州

の
西
冷
桧
時
に
一
の
ろ
。
李
寶
は
誼
一
一
百
年
前
の
美
人
の
墓
を
弔
っ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
実
際
に
ぞ
一
一
差
７

尋
ね
了
の
作
で
は
な
く
、
い
わ
ゆ
る
・
害
悪
で
-
碍
像
に
主
ろ
件
で
あ
る
。
〉
マ
洞
に
口
南
斉
の
こ
ろ
⑦
雑
歌
謡
Ｓ

辞
に
あ
舂
蘇
川
小
歌
に
も
と
づ
い
て
い
ろ
。

雲
の
作
が
占
許
⑦
蘇
川
小
歌
に
も
と
づ
く
渇
除
の
作
で
あ
る
二
と
口
衰
ラ
余
地
が
勺
ぃ
。
け
楓
と
も
八
雲

際
に
〉
て
こ
乏
尋
ね
て
の
僻
で
は
な
く
Ｖ
と
い
う
の
は
武
裁
に
す
ギ
、
ろ
・
朱
自
清
の
い
つ
よ
う
に
．
ひ
桐
何
百
三
《
楚
⑦

地壷実際に経験Ｌ丁いたと考えるほうが-雲の詩乏球わう卜〒妥当一ぐあるように馬わ弧ろ・か洞

⑦見た蒜山川の墓が嘉葬のか抗州のか定めがたく・杭州のも⑦霧あるにＬ了も一四冷僑勝にあるい

壬
の
姿
の
予
楓
で
な
い
二
と
同
循
か
だ
け
柄
ど
も
。

一

己

ロ

ａ

ヘ

”

：崖喜代の陸広微の『呉陀部』（漢言地理書紗｝の嘉興県⑦条に八県の前順晋液鋳塘价蘇川小の墓ゞ

０

ｒ

①

ｐ

Ｐ

■

９

４

且

甲

’Ｉ０６１-０ｆＬ０ｐ６Ｄ心８９６口０■-，トリリ 三
甫
浸
と
同
年
了
・
震
と
Ｆ
涼
⑦
赤

讓
謹
鐵
櫛
篝
穏
蕊

《

。

錆
の
客
と
扉
っ
た
こ
と
が
あ

、

１

ロ 、 ？

G ℃ ■ 凸
①一宇

-で. -
言夢咋
;勺ご．

ら 可

①

ヘ ー

塚垂Ｇ

零
一＝すＰ

１

１



ス
呈
鯏
淀
匠
語
つ

-・《溝、祭．ろ
寸
．
な
杓
壼
｛
・
寵
で
ン
篭
輝
室
の
壹
面
。
迩
壁
車
と
唾
・
壁
面
を
ウ
ル
全
一
-
へ
彰
諦
し
だ
雲
し
い
軍
手
弩

。

-

〃

．

●

函

．
》
小
雨
四
岬
一
→
-
ム
キ
卿
串
）
』
令
へ
率
も
〆
８

。
、
０
〃
。
Ｂ
雪
０
。
『
、
。
〃
Ｐ
９
ｂ
／
、
．

、

い、勺”

『
言
薑
』
の
雲
賑
志
一
Ｌ
、
夫
・
八
の
疾
露
し
う
夢
室
を
八
途
薪
室
Ｖ
と
規
定
す
る
．
逹
に
八
釈
畠
に
曰
く
．

●

旬

湧
〃
Ｖ
ｚ
い
う
記
箏
が
温
る
。
寓
嘉
人
と
り
二
、
←
・
屋
氏
か
篝
切
何
瞬
ご
弓
の
人
か
れ
た
し
、
知
ら
ぬ
．
『
套
宿

詩
箒
』
の
訓
く
曇
宿
広
題
ぴ
＆
緋
う
蓋
か
言
Ｌ
淀
切
か
Ｌ
祖
ら
例
。
詩
瓢
ぞ
汽
鯨
い
う
蕊
小
小
が
同
一
人
か
ど
う

寺

が
し
定
め
や
す
く
な
い
渇
蒙
篝
毎
厘
人
に
す
て
蓬
画
琳
淋
ゆ
藤
葛
ご
と
が
あ
宗
今
び
な
例
だ
。
三
小
小
の
存
任
麦

や

推
測
寸
暮
余
雌
口
砺
測
．
、
つ
ろ
っ
上
》
．
》
←
・

、
０
．
．
Ａ

転戦小ば畠信こい．う、〉●三三．蕊琴ご篝が蒻穏、雪とＥず掴Ｔ文蕊芝簿察しても，古雰の「蘇

小岬一群-」に勺．灰、籾ろことと、そ参墓翁こ〉・一蠅鏥唾罹侭も、ゲラ鰯。壹穴に両く行しい□韓が蘋

存-声卜のかとも悪へ／が．李簔とそ翁舞時汽人叫蕊に箒蝋熟達今だう詩人もいないトミ／Ｔ，役載が

●

墓高くなるのぼ、ひや一『とこた玲李篝の蓋腫共《・てて易ろかｒ〕」拭綴。

■

の

蕪小小壷考え石に尾，宗琴莞簔乏莞暮てだ一；・麓豆一くゞ
爵を黒視Ｌ-１実佃獣蕊し振箏巽差幻渇す

ろ
Ⅷ
外
広
道
が
な
い
の
だ
《

車
-
琴
ゆ
窯
剛
小
詠
が
古
毒
「
義
鯲
小
歌
．
｜
原
も
と
づ
く
二
と
唾
震
い
承
い
。
古
静
切
検
蕊
は
雲
の
仰
査
誇
察
す

一一一一
ウ

油
肇■■■■■■■

毒

０

一

、
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ろ⑳

△
、
・
、
■
Ｆ
-
ｌ
令
ｒ
Ｌ
口
寸
-
中
・
Ｐ
▼
-
９
４
？
＆
■
７
口
。
Ｊ
町
’
４
０
傍
-
も
Ｐ
ロ
■
ｑ
１
１
■
刊
-
ト
ー
-
ｌ
邑
凸
。
■
。
１
ロ
ロ
ザ
ム
９
１
１
■
９
ロ
ー
ム
■
。
Ｌ
Ｉ
ｑ
。
。
■
卜
６
４
●
◇
凸
寺
ｑ
マ
マ
ｑ
Ｏ
寺
，
ｂ
甲
４
Ｊ
４
-
ｑ
ｐ
０
ｂ
ｎ
ｌ
甲
や
ｊ
Ｆ
０
凸
●
”
垂
一

八吾乗速壁車郎乗冑驍馬Ｖには相思の壽立が車馬芝垂べ可樋歩するような寿弍、う圭、Ｌたりズ

ー
、
’
’
０
１
Ｊ
，
ｊ
，
ｊ
ｒ
ｌ
０
・
ｆ
Ｉ
Ｉ
-
-
‘
’
’
１
１
１
１
１
１
-
〃
Ｃ
-
-
。
-
△
酢
０
１
斤
・
…
守
１
１
４
-
●
，
、
ｉ
ｏ
１
Ｉ
０
ｉ
も
Ｌ
-
-
，
。
｜
・
。
．
-
‘
．
Ｄ
蜜
０
．
。
-
、
。
・
・
-
-
１
-
？
．
。
-
γ
’
１
畳
。
。
．
，
！
ｉ
・
・
・
ｔ
ｂ
ｌ
中
．
雫

ムがおる・Ｌかし繕胄憩馬によ匂了、予拭があ、」庖箭にもとずくごとがｈかろと、この二句の繕

成が同じ詩の八符吏馬任前凱婦車在億Ｖと酷似することに気うく・掴浸の刺更と凱婦が化な・匂

-
ｉ
-
’
１
０
１
’
１
-
-
’
０
ｔ
１
１
’
，
-
、
-
！
！
、
作
！
-
・
-
、
１
１
，
．
ｏ
ｌ
Ｌ
Ｖ
ｐ
’
１
-
，
ｌ
-
-
！
-

す
む
訳
別
す
る
腸
面
垂
う
辰
勺
司
域
の
で
あ
る
。

聿
歪
使
う
二
と
亨
一
い
う
の
で
あ
再
｛
ノ
。

部
は
束
ろ
青
調
罵

責蕊馬とは白黒まだうこの一馬である．青蕊馬といえば人が辰だちに思いおこすの付濤代り無名

氏⑦「古讓焦仲卿が菫の為の作」の八卿濁たる言蕊の馬、流蘇は金緯の義麺’１-．Ｖの一節で編弓

勺。湧拭末期の建董一ヰ間に臺江県（今⑦蚕懲省一の小役人である焦仲卿の雲の劉氏が神仲卿、得

に這い出一、§綱、実家で可再婚臺壷いろ②一！投舅自殺し、二拭乏閏い淀仲卿もま辰慶で縊死する，

当騎の人がへ戸をいたん一ｆ作可尺といｎ打ろ長篇物語詩である。〉一くい全訳査拙巻『壁術各蓋集』

--Ｉ，二-。。』。■。-。。Ｐ・Ｐ，〃ご帝・・アブ目一コ一向、言リ

Ⅷ
三
口
Ｕ
〆
リ
ノ
／
プ
ｆ
『
一
ｈ
７
易
雪
Ｉ
Ｌ
７
Ｊ
／
『
１
，
１
，
-
-
ｌ
-

に
収
切
る
。
引
い
た
可
口
、
劉
氏
が
再
嫁
す
べ
美
、
家
か
筍
誌
納
め
今
一
品
壷
運
ぶ
車
一
馬
の
実
質
を
形
容
す
る
語
で
弱

何
榔
仁
か
同
心
芝
結
ば
ん

室犀・毒害』

”
ｚ
ご
売
の
が

一

●

ー

←

̅

( ﾉ）崖
一。（今贈昌一Ｆ？一
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際

’１．

ば
・
鎧
に
学
令
に
触
制
る
こ
ｚ
が
弱
弓
・
っ
〃

八
両
側
仮
か
周
町
走
綣
ば
ん
Ｖ
と
ロ
、
澱＼

か
-
と
い
、
っ
二
と
了
忘
壱
。
！
」
か
し
、
二
（

’

屯

ｆ

Ｉ

１

８

-

Ｌ

Ｑ

Ｄ

-

９

＆

望

写

ｑ

ｌ

ｆ

自

今

-

の
周
交
℃
、
二
二
旗
這
響
壷
ｃ
・
ひ
か
ご
Ｔ
ｍ

及
一
湘
局
死
死
ぬ
の
ｂ
い
う
Ｌ
ｒ
と
罵
労
た
に

七

一大原票一、名瀦た藁の雄-」つみ差歌う、ご勿纒』譲弄上に八二人同応廿ば具⑦利キ、二とへ玉も断た

ん
”
周
臆
の
三
は
、
貢
⑦
真
い
調
⑦
蝿
！
悪
￥
と
い
う
《
同
災
椙
需
何
・
よ
ス
二
口
し
く
窯
Ｌ
く
櫛
で
た
い
二
と
だ

か
・
永
錠
し
が
た
い
．
占
霊
に
’
八
局
腿
に
；
二
、
蕊
邑
Ｌ
・
一
簔
瘍
Ｌ
て
も
『
て
終
老
才
．
Ｖ
と
う
侭
う
ゆ
え
ん
で
あ
言

う
。
寺
の
蕊
壹
之
聯
い
嘉
瘍
菫
達
付
》
-
二
〃
と
顎
-
「
蟹
紺
が
、
同
侭
鎬
・
同
化
帯
な
ど
垂
癸
明
し
た
。
二
ｍ
に
つ
い
て

同
臆
と
は
、

使
う
古
い
例
だ

０

９

ｂ

信
盲
唇
雲
、
、
Ｌ
ｒ
-
と
ば
か
違
わ
ね
ば

一

襄

壱

一

不
宣
言
藩
縄
ろ
こ
と
草
ど
あ
り
や
し
な
い

心《壷、、

不
宣
言
藩
縄
ろ
こ
と
草
ど
あ
り
や
し

。
一
、
Ｉ
、
、

Ｐ〃■Ｌ

宗
罰
宗
罪
か
ぶ
呉
梯
Ｊ
大
根
と
ろ

電
惣
同
化
せ
っ
せ
と
応
合
わ
せ
て
ま
た

、

望
琶
谷
風
び
め
つ
ひ
錨
、
っ
谷
風

以
陰
以
雨
曇
っ
た
〃
両
ふ
っ
た
″

窯
以
下
鴬
幅
可
こ
げ
か
州
じ
ゃ
辰
ろ
ま
い
に

〃代
乏
合
わ
せ
る
こ
と
・
弓
迂
が
契
〃
″
蚕
結
ぶ
こ
と
で
両
ろ
。
「
読
経
』
畑
風
の
谷
風
が
こ
の
話
を

応
走
綣
ば
ん
Ｖ
と
ロ
、
ｙ
三
一
ぐ
美
弓
勺
か
-
と
い
つ
二
と
で
編
〃
-
恋
⑦
床
を
ど
こ
に
選
ぼ
う

一
丁
源
壱
・
！
」
か
し
、
二
⑦
ヨ
バ
⑦
語
が
遠
く
谷
風
仮
千
の
宗
董
飛
む
し
の
な
ら
、
谷
風
の
績
句

一
旗
壜
書
き
ｃ
・
ひ
か
ご
丁
い
る
も
切
笙
考
え
て
差
支
え
は
な
“
い
、
結
同
側
は
結
同
死
で
あ
り
、
寸

li
ｂ

ｌ１

’
1

。
▲
９
９
１
７
日
９
，
１
１
Ⅱ
６
４
１
凸
９
１
．
１
Ｆ
。
且
９
１
１
１
１

｜
|，
１１

'３- '○ 7９０
１



桐
ば．

新

一

ｌ

が
焦
仲
卿
の
八
両
家
合
葬
董
求
防
、
合
葬
す
室
山
の
傍
。
圭
四
に
松
柏
差
植
え
、
左
石
に
梧
桐
差
種
う
Ｖ
童
亭
何

ろ
こ
と
堂
〕
い
う
李
一
ぐ
し
な
い
こ
と
で
腸
弓
う
．
松
柏
は
官
薑
蓬
示
す
木
で
あ
る
。

古
詳
「
罫
小
小
歌
」
が
「
濤
沖
卿
の
妻
の
為
に
作
る
」
古
詩
差
念
頭
に
お
い
て
な
式
楓
匠
作
で
あ
る
こ
と
-
ほ

と
ん
ど
識
い
扉
い
、
だ
が
、
こ
と
わ
る
箏
で
も
ワ
く
一
言
は
異
喜
．
蘇
小
小
は
虐
人
で
、
劉
氏
何
宮
吏
⑦
琴
で
あ

る
。
認
・
嵐
ぱ
詩
中
で
、
容
競
・
才
誌
，
家
門
・
讓
歴
が
掻
写
さ
椚
冨
が
．
嘉
小
小
に
つ
い
了
ぽ
い
、
ま
い
不
朗
一
ぐ

ぱ

あ
る
２
割
氏
い
っ
た
ん
結
婚
し
一
Ｋ
の
弓
露
別
宝
舸
た
の
だ
が
、
蒸
川
小
は
た
ぶ
ん
結
婚
し
了
い
薪
い
●

共
一
這
す
る
の
は
、
地
上
で
完
威
し
な
い
堂
の
結
合
垂
死
下
で
完
廟
ま
ぜ
よ
う
と
す
る
せ
の
願
い
だ
け
丁
嗣
ろ
．
、

・
面
涛
「
蘇
川
小
歌
」
何
・
五
言
四
句
ま
杓
鯛
丁
霊
か
く
-
一
見
睾
鈍
だ
が
．
子
細
に
Ｌ
今
く
る
と
技
巧
を
ど

ら
Ｌ
辰
蘇
勗
だ
．
ぼ
弓
″
と
す
る
蓮
宗
を
た
た
え
た
詩
だ
が
．
そ
打
が
遊
里
で
舅
ど
も
を
唄
い
寄
せ
よ
う
と
す
る

黄
の
手
鰊
手
管
の
一
つ
か
も
し
柄
ぬ
。
ま
た
へ
そ
こ
で
歌
わ
打
ろ
詩
に
は
表
と
雲
と
ぴ
あ
「
て
、
青
陵
松
柏
下
が

性
鈍
の
極
点
を
き
す
隠
語
下
お
っ
尺
・
と
い
。
つ
よ
う
勺
事
情
も
仮
設
の
中
に
入
楓
了
お
く
贋
要
か
あ
る
。

の
語
が
あ
っ
て
、
「

西
湊
の
謎
柏
下

虚蝋纈離嶬畷環望驚聴畷篭畷

凸

４

４

婦
劉
氏
の
．
瀞
襄
な
る
夫
に
告
げ
る
八
黄
家
の
下
仮
相
見
え
ん
、

四

砂
汽
襄
な
る
夫
に
吉
け
る
八
黄
家
の
下
仮
相
見
え
ん
、
今
日
の
言
に
這
う
ご
ど
勿
打
ｖ
の
鬘
い

９

戸
誹
川
小
歌
」
の
河
蝿
結
同
心
が
二
ｈ
Ｋ
胆
当
す
る
こ
と
か
わ
び
ろ
。
そ
う
Ｌ
了
、

唾
》
》
．
．
齢
ろ

篭
謹
選
蕊
讓
讓

０
り
-
と
Ⅱ
■
９
０
且
■
■
凸
■
-
０
■
０
２
Ⅱ
９
０
■
■
■
ｊ
■
▼
８
，
９
■
ｂ
０
ｐ
ｄ
甲
も
ｒ
ｌ
■

鰯鴎蟹蕊蕊壗謹蟻篭駕篭篭→
'３-|･Ｉ 791



Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｑ
６
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
４
４
９
。
-
ｌ
ｌ
ｂ
０
や
-
↓
Ｉ
凸
Ｕ
Ｏ
Ｂ
●

、一一一一一
●
Ｃ
Ｕ
Ｊ
０
０
６

ｂ■

Ｑ

ｏ
ｑ
Ｕ ，

こ
の
藷
と
前
俵
し
了
・
“
「
菫
山
畿
」
「
羨
曲
歌
」
「
西
曲
歌
」
「
雲
隔
禁
」
な
ど
の
民
譲
が
ぞ
く
ぞ
く
あ
ら
わ

桐
た
．
￥
桝
弓
の
作
者
は
遊
里
の
之
か
、
そ
の
周
辺
に
い
促
音
か
。
・
い
ず
例
し
酒
奈
で
つ
だ
哩
客
を
ど
言
か
す

道
具
で
し
蒜
リ
-
ま
た
い
く
ら
か
ば
童
た
ち
乙
鼻
盾
で
も
扇
「
辰
。

骨 飛 臥 自 身 瞬 啼
出 龍 宿 穴 読 沌 落 雷
戻 這 頭 別 曲 誠 枕 曙
黒 雲 不 部 款 流 ル 名
汝 壱 挙 後 ・ 去 浮

喫
倦
不
堪
止

上
林
解
雲
繩

自
経
弄
風
雲

曙
/じ‘目 華

山
藷

同
ｌ弘弓-Ｕトー菅ｉ丸▲Ｔ■９６日日ｑ凸９８日７９０ⅡＴｄＶＯ０ｆ６ＥＵ１り６０日ⅡⅡ，４１１１

富
続
縢
い
つ
も
こ
が
楓
了
い
吾
絢
匠
し

笠さんと別制一増か今というものは

二
国
の
う
宮
ら
で
言
萱
つ
る

僧
壬
し
く
う

０

床
に
上
か
つ

涙
に
枕
丁
字
一隻・誼叩
ぴ″

り
咽
ｒ
■
Ⅱ
９
。
ｑ
も
ク
リ

体
は
死
ん
で
流
例
側
く

宿
に
寝
た
害
〃
顎
も
あ
げ
ぬ

ひ
地
気

華
臺
に
落
弓
で
干
物
一
い
-
ざ
れ
だ
竜

昌
の
壷
だ
⑦
ロ
一
に
匠
主
の
尺
例

江
去
振
か
す

Ｉ

Ｉ

ｉ

Ｉ

っ
て
堰
ら
可
い

う丁

篇．とい-１

-
１
１
０
９
６
凸
■
■
Ｕ
Ｇ
Ｏ
９
８
７
ｌ
ｌ
■
Ｕ
人
Ｆ
Ｙ
Ｉ
↓
-
１
９
１
１
-
１

Ｕ
４
Ｇ
０
１
Ｉ
ｌ
ｗ
ｌ
狼
Ⅱ
叩
ｈ
ｌ
ｌ
ｕ
Ｉ
Ⅲ
陥
旧
■
０
叩
湘
吋
。
■
Ｍ
凸
角
」
Ｂ
■
Ｐ
Ｇ
■
。

０
．
１
０
４
５
１
４
日
Ｏ
ｑ
ｊ
ｌ
ｌ
Ｉ
４
●
８
９
６
。
△
０
■
も
ｄ
■
■
０
８
日
■
日
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一

１

１

１

見
運
菱
分
明
コ
イ
が
す
む
と
は
知
打
よ
う
に

遊
里
で
発
生
し
た
二
⑦
窪
の
詩
は
．
知
識
人
一
卜
よ
っ
て
た
ち
ま
ち
模
倣
ま
洞
、
洗
練
去
打
ろ
・
梁
の
庚
肩
吾
の

「
南
苑
に
人
の
還
る
至
言
ろ
」
の
ご
と
き
は
そ
の
い
ち
じ
ろ
Ｌ
い
例
で
あ
る
・
小
林
太
市
部
『
王
維
』
ぽ
す
ぐ
獄

衣
解
説
び
舞
え
ろ
⑤
左
に
引
こ
う
。
崇
詩
は
ね
辰
し
か
加
え
た
。

丘

上
客
よ
前
に
還
る
雲
か
楓
上
客
掌
前
置

も

、

、

１

今

、

上
関
は
か
ん
の
宗
差
關
す
こ
と
で
、
そ
椚
壹
幸
Ｌ
て
ぼ
Ｌ
Ｖ
寶
門
が
域
門
、
か
ん
の
ぎ
が
男
茎
芝
指
す
こ

と
ｐ
い
う
ま
で
も
な
い
。
つ
い
で
に
洛
橋
⑦
徳
も
人
を
の
せ
了
浸
す
と
い
う
臆
語
で
や
口
川
重
陰
を
意
味
」

の袋

燭
ば
莞
⑦
形
か
ら
Ｌ
Ｔ
男
の
も
の
耐
え
、
浴
徳
が
初
め
て
燭
を
実
す
と
い
つ
こ
と
ば
、
す
な
杓
弓
加
草
が
初

例
了
開
通
す
る
こ
と
に
ワ
ラ
。
箒
打
に
対
し
て
、
育
門
と
い
う
よ
う
に
青
草
の
霧
茂
Ｌ
穴
門
口
・
す
な
わ
ち

雲
露
濫
芙
蓉
霧
に
か
く
村
た
達
の
か
げ

春
花
ロ
玉
領
と
鏡
う
て
舂
歌
競
玉
調

と
４

雀

だ

汝

倶
に
祈
り
煽
倶
仮
箏
ず
．
倶
杭
霞
倶
琴

寺
、
。
、
ゞ
い
よ
-
つ

細
腰
は
窄
衣
に
宜
し
く
丁
細
腰
宜
窄
衣

争
う
よ
う
さ
足
臭
え
が

長
叙
は
巧
に
鬘
を
校
榊
川
長
銀
巧
挟
鬘

狗長

彊
僑
は
初
切
丁
燭
芝
・
宴
し
洛
僑
初
産
燭

か冬司寮さく、

青
門
は
関
の
土
ろ
芝
欲
す
貴
門
欲
上
闘

争
号
．
鋤
ぞ
み

中
人
も
応
に
室
言
ろ
べ
し
中
人
應
芦
望’
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０
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０
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０
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０
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１
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０
１
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〆

蜜
梁
・
際
・
瘡
⑦
扣
識
人
何
こ
の
灌
の
詩
を
風
流
と
よ
弓
こ
び
、
←
三
帝
，
三
旗
も
僻
菅
た
ろ
ご
と
差
恥
じ
ず

〒
の
園
ば
南
朝
だ
け
下
載
ご
汰
朝
仮
乙
浸
ん
だ
。
言
の
大
宗
が
少
年
⑦
こ
弓
蒙
体
の
詩
を
好
人
で
自
か
ら
作
《
‘
た

の
ほ
ぞ
⑦
影
篝
と
い
え
唇
不
詞
弓
う
。

李
窒
の
二
就
川
川
歌
」
が
《
吉
詩
の
檮
歳
仮
一
ｑ
妻
な
い
の
か
．
あ
る
い
は
骨
董
橇
え
て
そ
の
舶
外
に
詔
脱
す
る

も
の
か
は
-
雲
の
歌
そ
の
も
の
を
子
鋼
に
一
宗
検
Ｌ
な
げ
門
ば
ワ
弓
樋
．

鋤
諒
堯
加
啼
眼

ま芽二
墹熱Ｌた立体の門下、〉一！れがかん閲ま差ましＴ欲しいといつのも．いかにしか一、わしい。雲

す
る
に
こ
の
喪
蕾
⑦
毒
味
刺
「
花
の
よ
う
享
王
索
の
無
迂
も
鋼
震
な
姜
崩
く
年
増
も
‘
み
可
羨
っ
て
石
ワ
辰

浜

聖
寺
』
当
『
．
■
■

たち殼方の栩至糊〃まけまた奉呈、、才っ可快く弄ります．細い腰差入楓ろに、雫と伏がよく

、か．一宇」

長い言が上手に誓査は天、むように・穀方の初が細くても長くても、〉-４椥仮合う人がいて為ず

う
ま
く
は
き
ん
下
受
け
入
抓
ま
す
．
Ｚ
豆
の
橋
は
調
通
を
待
ち
・
年
増
の
門
は
開
が
欲
Ｌ
い
！
毅
方
よ
、

｛
ず
み
郷
血
ピ

Ｖ
壬
お
帰
り
な
ま
っ
て
ば
情
し
り
！
中
人
も
望
夷
が
も
て
ま
す
。
上
臺
主
、
帰
っ
て
ロ
い
け
ま
せ
ん
。
」

と
い
、
っ
勧
誘
の
引
・
寺
止
栃
の
こ
と
ば
仮
ほ
か
な
ら
な
い
。
舅
苑
の
言
日
に
は
ま
つ
と
そ
う
い
つ
な
の
市
が
立

言
便
は
こ
と
に
賑
わ
「
た
の
下
・
庚
言
一
二
・
輝
夕
暮
に
か
え
ろ
憲
人
に
托
Ｌ
Ｔ
、
莞
の
花
や
か
な
お
も
Ｌ
君

房
詩
に
詠
ん
だ
の
に
弓
か
い
可
い
。
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